
メタデータ報告の簡易チャートと留意点について

研究開発の成果としての研究データの場合

留意点①

研究開発の成果としての研究データは可能な範囲で公開す
ることが望まれますが、オープン・アンド・クローズ戦略に基
づき、「共有」、「非共有」、「非公開」としている場合は、実施
状況報告書・実績報告書において入力していただく必要は
ありません。

一般に任意の者に利活用可能な状態（すなわち、誰にでも
公開しているランディングページがあり＝DOIやURLがあ
り、かつ、エンバーゴの設定がない）のデータを「公開」デー
タとして報告してください。

機関リポジトリが整備されていない等のため、個人又はグ
ループ内でデータを保有していて、誰にでも公開している
ランディングページがない場合（＝DOIやURLがない場
合）は「共有」に該当します。

DOI, URLの両方に「なし」にチェックを入れれば、システム
上は次の画面に進むことができる仕様になっていますが、
DOI

JSPS及びNIIにて、実施状況報告書・実績報告書記載のメタデータ情報を

KAKEN・CiNii Researchに連携して公表する

【一般からの検索可能】

研究開発の成果としての研究
データ（自ら生み出したもの）を
公開しているか（誰でもアクセス
できるランディングページがある

か）

項目1.研究開発の成果としての研究データのDOI欄に
DOIを、ＵＲＬ欄にURLを入力する（ＤＯＩがない場合は
「ＤＯＩなし」に、URLがない場合は「URLなし」にチェック

を入れる）

項目2.データの名称～8. データ管理情報の全てを入力
する（研究データの個数分、繰り返す）
なお、空白、「ー」「該当無し」等は不可

はい

いいえ

項目1～8全て入
力不要

（そもそもそういったデータが
無い場合も含む）

留意点①

留意点②

留意点②
ランディングページについて、DOIとURL両方とも入力す
ることも可能です。
その場合は、DOI欄及びURL欄の両方に入力ください。
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